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植物工場のＰＲ展示がされているP-SQUAREにて

農産物販売所「緑楽来（みらくる）」

　各地の環境園芸農場で収穫された農産物や、ジャ
ム、味噌などの加工品を販売しています。また、柏の
葉キャンパス内ではセイヨウミツバチの養蜂も行って
おり、四季折々に採れるハチミツも販売。いずれの商
品も地域の皆様から「美味しい」と評判です。実習な
どで訪れた際は、ぜひ立ち寄ってみてください。

　柏の葉キャンパスの植物工場
は、2009年度の農林水産省「モ
デルハウス型植物工場実証・展
示・研修事業」に採択され、設置さ
れました。5つの太陽光利用型植
物工場（トマト栽培）と、2つの完
全人工型植物工場（レタス栽培）
を有し、実証・展示を行っていま
す。主なテーマは、植物工場の生
産性向上やコスト縮減であり、人
や環境にやさしい植物工場につ
いても研究を進めています。

センター祭2012開催
～みて触れて味わう千葉大「学」～

各地の環境園芸農場で収穫された
農産物が販売されたほか、野菜の収
穫体験、ライブイベント、センター内
お散歩ツアーなどが開催されました。

人工光を利用した10段積みの
水耕栽培のラック

植物工場で栽培されたトマトとレタス

植物工場のハウス外観

1年間熟成させたものと3年間
熟成させたものがあります

養蜂で採れたハチミツ。
アカシアや柿など、いろ
いろなハチミツが販売さ
れています
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ジャム

ハチミツ

味噌

養
ア

ハ

旬の美味しい時期に収穫した
リンゴやカンキツ類の果物を
ジャムにしています

どで訪れた際は

ジャム
旬の美味しい時期

人工光を利用した10段積みの
水耕栽培のラック

場
モ
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さ
植
完
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ま
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植物工場のハウス外観

11月3日

植物工場

MessageMessage

レタス

ウス外観ウス外観

特 集

03 02

果樹加工部門を担当し、果
樹栽培の管理や学生の実習補佐
を担当。ジャムづくり実習では、

特に衛生面に気を配り、安全
で安心な商品を提供してい
ます。当センターのジャム
はすべて手づくりで、果
物本来の味をお楽しみ
いただけます。ぜひ
ご賞味ください。

職員から一言職員から一言

ループフィールドセンター業務グルグルー
技術専門員 義宏村田 義宏義宏さん



高度化セル成型苗
生産利用システムの流れ

自動化播種ライン
セルトレイに土を入れ、種をまき、

水を与えるところまで全自動で行う装置

人口光閉鎖型育苗室は外環境に左右されず、
周年均一な苗づくりが可能です

すべて受注生産であり、個人へのギフト向けから、生産者や
公園向けなど様々な用途に合わせて生産しています

果樹園芸学
三輪 正幸三輪 正幸 助教

　柏の葉カレッジリンク・プログラムとは、市民を対象とした発
展型の公開講座です。環境、健康、食と農、コミュニティを学問
領域として、地域が抱える諸問題の解決やライフスタイルの提
案を行い、市民科学の実践・実証を目指して活動しています。
　これまでに200名以上がプログラムを受講されています。そ
のなかには、柏の葉キャンパス駅周辺の緑化活動や養生訓カ
ルタづくりなど、精力的にまちづくりに参加される例もみられ
ます。普遍教育の教養展開科目｢フィールド（来年度より市民）
科学への誘い｣として千葉大生にも開放しており、社会人との
交流で学生もよい刺激を受けているようです。

カレッジリンク・プログラムの活動をまとめた公式ガイド

蔬菜園芸学／施設栽培学
北条 雅章北条 雅章 准教授 

　土を使わず、水に肥料を混ぜた養液を用いて無農薬で栽
培を行うのが養液栽培システム「ナッパーランド」です。ここ
では、ホウレンソウ、コマツナ、ルッコラ、ミズナなどを栽培し
ています。一つのチャンネルで多い場合は年間16～17回収
穫できますが、これが土で栽培する場合は年間4回程度が限
度です。しかも、ほぼ毎日出荷できるシステムなので、これま
で農家の悩みの一つであった農繁期、農閑期がなくなりま
す。ここでは学生が種まきから収穫、出荷まで関わり、このシ
ステム自体を研究している学生もいます。

花卉園芸学
松原 紀嘉松原 紀嘉 助教

　海外の大量生産を前提とした農業に、日本の農業が対抗するた
めの一つの解が「高度化セル成型苗生産利用システム」です。安定し
た品質の園芸植物を大量に生産できる仕組みで、種まきや育苗の工
程が自動化されています。しかし、いくら設備が整っていても、植物は
生きものですからマニュアル通りにいかないことがほとんど。自然環
境と会話しながら農業従事者の技術力を上げていくことも重要な
課題です。また、花卉・苗生産部では次代の園芸生産のモデルとし
て、これまでの商習慣にとらわれない新たな販売チャンネルを構築
し、これからの農業のあり方について多面的に取り組んでいます。

お風呂からの景色は最高です！

実習施設外観

実習施設外観

源泉の熱を使って温めています

カンキツ類の新しい品種
にも実習で触れられます

リンゴの受粉作業は
みつばちがやってくれます

蔬菜園芸学では、学生は様々な野菜づくりを体験します

①①①①

発芽室
温度、湿度を管理し、発芽させる装置。

発芽しないロス率を軽減

②②②②

人工光閉鎖型育苗室
苗の生育に最適な環境を

人工的に作り出し、均一な苗に育てる

③③③③

育苗ハウス
セルトレイをビニルハウスに移し、

さらに育苗を行う

④④④④

自動化移植ライン
栽培用土の配合から栽培容器への土詰め、
さらに苗をセルトレイからポットに移植する
ところまで全自動で行う。その後、栽培ハ
ウスで管理されて、商品として出荷される。

⑤⑤⑤⑤

　ミカンやアボガド、グアバ
などの栽培を行っています。新品
種の育成にも試行錯誤しながら取り

組んでいます。最近では製茶
の実習のサポートなど
も行っています。学
生の皆さんとの
接点は少ないで
すが、当農場の
実習を楽しみに
来ていただけるとう
れしいですね。

現地の職員から一言現地の職員から一言

中村 和彦さん飯田 文男さん

　草刈りや農薬散布、木の
剪定、除雪など1年を通して森林
環境園芸農場の管理をしていま

す。特に冬は雪が深く、車が
農場まで入っていけないの
で歩いて行くことも。学生
の皆さんが安全に、気持
ちよく実習できるよう
維持管理して、皆さ
んのお越しをお待
ちしています。

現地の職員から一言現地の職員から一言

原 準之助さん
ウリ坊など小さな
動物は入ってくることも

農場の周りには電気柵を
張り巡らせていますが…

習施設外観

リンゴの受粉作業は
みつばちがや てくれます

柏の葉

沼
田

熱
川海浜環

境
園
芸
農
場
農
場場場場場場場場場

高度化セル成型苗生産利用システム

大学が参加する街づくり「カレッジリンク・プログラム」

養液栽培システム「ナッパーランド」案内人

案内人

案内人

果樹園芸学
小原 均小原 均 准教授

森林環境園芸農場は、群馬県
沼田市に位置する校外農場です。
冷涼な気候を利用して、リンゴや
西洋ナシの研究・栽培を行ってい
ます。以前は栗や梅、シクラメンな
ども栽培していました。リンゴは
皆さんご存じの「ふじ」、園芸学部
OBの方が品種育成に携わった
「陽光」などを栽培しています。
園芸学科の実習は1年次に年2

回行われます。6月の果実を間引
く摘果作業と、10月に行われる収穫前の着色管理です。着色管
理とは、リンゴ全体が赤くなるように実に影を落とす葉を取り除く
作業。このほか別科での実習に使われることもあります。

案内人

果樹園芸学／園芸療法
野田 勝二野田 勝二 助教

　海浜環境園芸農場は、静岡
県東伊豆町に位置する校外農
場です。温暖な気候を利用し
て、カンキツ類やお茶、マンゴー
などの熱帯果樹の研究・栽培を
行っています。園芸学部などの
農場実習で利用されています。
当農場の特徴は源泉を持って
いることです。その源泉の熱を
温室の暖房に利用しています。
もちろん、お風呂は温泉で、入

浴しながら太平洋を一望できます。
　また、企業との共同研究では、細胞融合にて作出したカンキ
ツ類の栽培実験を行いながら、有用個体の品種登録を進めて
います。

案内人見 ど こ ろ ポ イ ン ト

見 ど こ ろ ポ イ ン ト

森
林
環
境
園
芸
農
場

都市環境園芸農場都市環境園芸農場都市環境園芸農場
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地学のフィー
ルド

ワークの記録
を展示

齋藤学長も千葉大祭を
視察しました！

千葉県近海で獲れた魚を展示

大きな文
字を書く

と

キモチイ
イ

ジャグ
リング

の

ストリ
ートパ

フォー
マンス

部屋企画も

お忘れなく！

ロボットの熱い戦いが
繰り広げられた！

ダブル
ダッチ

は見て
る

ほうも
跳びた

くなる
？

マンドリン喫茶で
マッタリ～

仮装姿で呼び込み

よさこいは

   大盛り上が
り！！

赤いジ
ャンパ

ーの

千葉大
祭実行

委員の
皆さん

東日本大震災の記録写真展もありました

電車だ！線路だ！
人力だった！

お国自
慢の料

理が並
ぶ、

留学生
の皆さ

んのテ
ント企

画

学生寄席
も盛況！

　秋晴れに恵まれ、今年も大

屋外では、焼きそば、チュロス、唐

図書館前の特設ステージではバンド演

一方、屋内でも様々な展示や体

とても1日では回りきれな

今回は第50回という節目を迎えたこ

記念コンサートや、熊谷千

開催され祭りに

いに盛り上がった千葉大祭。

揚げなどの模擬店が所狭しと並び、

奏、ダンス、ジャグリングなどを披露。

験企画、ライブなどが行われ、

いほどの充実ぶりでした。

とから、アーティスト・奥華子さんの

葉市長による講演なども

色を添えました。

　
千
葉
大
生
の
皆
さ
ん
、こ
ん
に
ち
は
。今
回
、千

葉
大
祭
開
催
中
に
行
わ
れ
た「
千
葉
大
学
体
感

フ
ェ
ア
」で
講
演
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
当
日
、西
千
葉
キ
ャ
ン
パ
ス
に
足
を
踏
み
入
れ
る

と
、特
設
ス
テ
ー
ジ
か
ら
皆
さ
ん
の
エ
ネ
ル
ギ
ッ

シ
ュ
な
盛
り
上
が
り
が
伝
わ
り
、思
わ
ず
学
生
時
代

を
思
い
出
し
ま
し
た
。千
葉
大
生
の
皆
さ
ん
に
は
、

こ
う
し
た
力
強
さ
、積
極
性
を
普
段
か
ら
出
し
て
い

た
だ
い
て
、い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。学
生
だ
か
ら
こ
そ
許
さ
れ
る
こ
と
が

世
の
中
に
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。ぜ
ひ
学
生
同
士

だ
け
で
な
く
、世
の
中
の
大
人
た
ち
と
交
流
を
持
っ

て
大
き
く
成
長
し
て
く
だ
さ
い
。

千
葉
大
生
の
皆
さ
ん
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ

「地域からの千葉大学への期待」と題して行われた、
熊谷千葉市長の講演 熊谷 俊人千葉市長

開催レポート
11月1日　　4日木 日

特 集 ～

第 50 回 千 葉 大 祭
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濱田教授が日本薬学会賞を受賞した論文が掲載された、日本薬学会の会誌

実験では様々な条件下での合成を行うため、有害な気体を用いることもある。写真は、安全に排気を行うための装置「ドラフトチャンバー」

溶媒の除去を行い必要とする化合物を取り出すための装置「ロータリーエバポレーター」と、実際にそれを使用する学生の様子

薬化学研究室には、濱田教授をはじめ総勢18名のメンバーが所属。研究室では日々、新しい合成法を見つけるべく学生たちが実験に取り組んでいる

│
│
濱
田
先
生
が
有
機
化
学
の
研
究
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
何
で

し
ょ
う
か
。

　

原
点
は
大
学
時
代
で
す
。薬
学
の
場
合
、大
き
く
分
け
て
有
機
化

学
、生
物
化
学
、物
理
化
学
の
３
つ
が
あ
り
ま
す
。私
は
も
と
も
と
分

析
的
な
研
究
よ
り
も
何
か
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
に
興
味
が
あ
っ
た
た

め
、そ
う
し
た
研
究
が
で
き
る
有
機
化
学
を
選
び
ま
し
た
。

│
│
有
機
化
学
の
中
で
も
触
媒
を
利
用
す
る
方
法
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ

に
さ
れ
て
い
ま
す
が
、何
か
理
由
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

私
は
、１
９
９
５
年
に
千
葉
大
学
に
来
た
の
で
す
が
、そ
の
際
に
研

究
テ
ー
マ
を
決
め
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。そ
れ
ま
で
の
18
年
間
は
、

名
古
屋
市
立
大
学
の
薬
学
部
で
有
機
化
学
の
研
究
を
し
て
い
ま
し
た

が
、触
媒
を
用
い
た
有
機
合
成
で
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
を
受
賞
し
た
名

古
屋
大
学
理
学
部
の
野
依
良
治
さ
ん
の
話
を
聞
く
機
会
が
あ
っ
た
こ

と
も
あ
り
、触
媒
的
な
方
法
を
テ
ー
マ
に
選
び
ま
し
た
。

│
│
そ
の
触
媒
的
な
合
成
方
法
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

　

簡
単
に
い
っ
て
し
ま
え
ば
、有
機
化
合
物
を
生
成
す
る
際
に
触
媒

と
呼
ば
れ
る
試
剤
を
使
う
方
法
で
す
。こ
の
方
法
を
使
う
と
、あ
る
特

定
の
有
機
化
合
物
を
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
効
率
よ
く
生
成
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

│
│
生
成
物
そ
の
も
の
で
は
な
く
、合
成
方
法
に
こ
だ
わ
る
理
由
は

何
で
し
ょ
う
。

　

や
は
り
汎
用
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
大
き
い
で
す
ね
。有
用
な

生
成
物
そ
の
も
の
に
着
目
す
る
の
も
い
い
の
で
す
が
、よ
り
簡
単
な

方
法
を
確
立
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、よ
り
多
く
の
研
究
者
が
有
機

合
成
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
、そ
れ
だ
け
間
口
が

広
が
り
、意
義
も
大
き
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

│
│
触
媒
を
使
っ
た
合
成
方
法
は
環
境
に
も
や
さ
し
い
そ
う
で
す
ね
。

　

１
９
９
０
年
代
以
降
、地
球
環
境
に
配
慮
し
た
化
学
と
い
う
も
の

が
提
唱
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。従
来
、化
学
に
は
廃
棄
物
や
有
害
な
副

生
成
物
が
つ
き
も
の
で
、事
実
、化
学
が
環
境
を
汚
染
し
て
い
た
時
代

が
長
く
あ
り
ま
し
た
。触
媒
を
使
っ
た
化
学
合
成
は
、無
駄
な
も
の
を

出
さ
な
い
と
い
う
特
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、こ
う
し
た
問
題
点
を
解

決
す
る
た
め
に
も
有
効
で
す
。ま
た
、資
源
の
枯
渇
を
防
ぐ
と
い
う
意

味
で
も
、触
媒
的
方
法
は
役
立
ち
ま
す
。

　

私
は
今
、海
洋
生
物
が
持
っ
て
い
る
有
機
化
合
物
に
着
目
し
て
い

る
の
で
す
が
、こ
れ
は
海
洋
生
物
の
中
に
、た
と
え
ば
抗
ガ
ン
活
性
の

よ
う
な
化
合
物
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。た
だ
、こ
の
よ
う
な
化

合
物
は
、海
洋
生
物
の
体
内
に
ご
く
微
量
し
か
含
ま
れ
て
い
な
い
た

め
、研
究
段
階
で
大
量
に
消
費
し
て
し
ま
う
と
、実
用
化
の
頃
に
は
採

り
尽
く
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。そ
こ
で
、触
媒
を
使
っ
た
化
学
合
成
を

用
い
、同
じ
化
合
物
を
効
率
的
に
つ
く
り
出
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

│
│
先
生
は
、２
０
１
１
年
度
の
日
本
薬
学
会
賞
を
受
賞
さ
れ
て
い

ま
す
ね
。

　

有
用
な
天
然
有
機
化
合
物
の
合
成
に
役
立
つ
触
媒
的
な
合
成
方
法

を
開
発
し
た
と
い
う
こ
と
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。実
は
私
の
研
究
室

で
は
、根
本
哲
宏
准
教
授
が
２
０
０
８
年
度
の
日
本
薬
学
会
賞
で
奨

励
賞
を
受
賞
し
た
り
、学
生
が
日
本
薬
学
会
の
学
生
優
秀
発
表
賞
を

受
賞
し
た
り
し
て
い
ま
す
。私
は「
自
分
で
合
成
法
を
開
発
し
て
、自

分
で
利
用
す
る
研
究
」を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
い
ま
す
の
で
、こ
う
し
た

積
み
重
ね
が
評
価
さ
れ
る
の
は
励
み
に
な
り
ま
す
。

│
│
今
後
、ど
の
よ
う
な
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
か
。

　

ま
ず
は
、合
成
方
法
の
工
業
化
で
す
。普
遍
的
に
使
え
る
方
法
を
世

に
広
め
て
、社
会
に
還
元
し
た
い
と
い
う
思
い
は
あ
り
ま
す
ね
。そ
れ

か
ら
、や
は
り
薬
学
部
で
す
か
ら
、医
薬
品
に
つ
な
が
る
開
発
が
で
き

れ
ば
と
思
い
ま
す
。と
は
い
え
、こ
れ
は
大
変
困
難
な
こ
と
な
の
で
、

文
字
通
り「
夢
」で
す
ね
。

│
│
で
は
、最
後
に
学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

千
葉
大
学
の
学
生
は
、基
礎
学
力
も
あ
っ
て
真
剣
に
研
究
に
打
ち

込
ん
で
い
る
と
い
う
意
味
で
は
優
秀
な
の
で
す
が
、も
う
少
し
欲
が

あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
印
象
を
持
っ
て
い
ま
す
。海

外
へ
出
て
も
い
い
し
、世
界
的
な
研
究
者
を
目
指
し
て
も
い
い
。十
分

に
優
秀
な
の
で
す
か
ら
、挑
戦
的
な
意
欲
を
持
っ
て
自
分
の
夢
へ
の

道
を
切
り
拓
い
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。千葉大学大学院薬学研究院教授。

富山大学薬学部卒。東京大学大学院
で博士課程。名古屋市立大学薬学部
で助手、助教授。1995年より千葉
大学薬学部へ。専門は有機合成化学。
地球環境に優しい有機合成法と
して、触媒を用いた合成方法の開拓
と、それを利用した有用化合物の合成
をメインテーマとしている。

濱田康正（はまだ・やすまさ）

地球環境にやさしく、
より効率的な化学合成を目指す

薬
化
学
研
究
室

WELCOME

研究室
訪問 2

中

右

左

千葉大学大学院
薬学研究院薬化学研究室では、医薬品の開発に欠かせない

有機合成化学の新しい方法について、
日々研究が続けられています。

「自分で合成法を開発して、自分で利用する研究」
をモットーに、触媒を使った化合物の新しい合成を目指す

濱田康正教授にお話を伺いました。
濱田

実験で験

溶媒の

味る

中

右

左
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千
葉
大
学
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
リ
ン
ク（
附
属
図
書

館
）が
２
０
１
２
年
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。「
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
」は
、公
益
財
団
法
人

日
本
デ
ザ
イ
ン
振
興
会
が
主
催
す
る
、総
合
的
な
デ

ザ
イ
ン
の
推
奨
制
度
で
す
。審
査
員
か
ら
は「
木
漏
れ

日
の
中
で
学
習
し
て
い
る
よ
う
な
気
に
さ
せ
る
ス

ペ
ー
ス
を
実
現
さ
せ
て
い
る
」と
の
コ
メ
ン
ト
が
あ

り
ま
し
た
。ま
だ

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・

リ
ン
ク
に
訪
れ

た
こ
と
が
な
い

方
も
、こ
れ
を
機

に
ぜ
ひ
一
度
ご

利
用
に
な
っ
て

み
て
く
だ
さ
い
。

アカデミック・リンク
がグッドデザイン賞
を受賞

　
西
千
葉
地
区
は
、１
９
４
２
年
に「
東
京
帝
大
第
二

工
学
部
」と
し
て
開
か
れ
た
場
所
で
、そ
の
10
年
後
に

は「
東
京
大
学
生
産
技
術
研
究
所
」と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、１
９
４
９
年
に
誕
生
し
た
千
葉
大
学
は
、校
舎

が
市
内
３
カ
所
と
松
戸
市
２
カ
所
、ま
た
四
街
道

市
に
も
分
散
し
き
わ
め
て
不
便
で
し
た
。そ
れ
を

解
消
す
る
た
め
、東
大
敷
地
中
の
８
割
を
千
葉
大

の
拠
点
キ
ャ
ン
パ
ス
と
し
て
譲
り
受
け
た
の
で
す

（
２
割
は
実
験
所
と
し
て
残
さ
れ
た
）。移
転
整
備

が
始
ま
っ
た

の
は
、
１
９

６
２
年
の
こ

と
で
し
た
。

（
国
際
教
育

セ
ン
タ
ー
　

見
城
悌
治
）

東京大学生産技術研究所
の敷地を譲り受けてできた
西千葉キャンパス

千葉大学
知りたい

　
今
回
の
表
紙
は
、千
葉
大
祭
で
出
会
っ
た
サ
ッ

カ
ー
＆
フ
ッ
ト
サ
ル
サ
ー
ク
ル「TR

A
V
E
S
S
O

」の

皆
さ
ん
。今
年
の
夏
休
み
に
行
わ
れ
た
千
葉
大
カ
ッ
プ

で
は
、な
ん
と
２
連
覇
を
達
成
！！ 

現
在
の
メ
ン
バ
ー

は
１
年
生
、２
年
生
中
心
に
約
40
名
。活
動
は
週
１
回

程
度
だ
そ
う
で
す
。会
長
さ
ん
い
わ
く「
ワ
イ
ワ
イ

ガ
ヤ
ガ
ヤ
仲
良
く
楽
し
く
が
モ
ッ
ト
ー
。興
味
の
あ

る
方
は
、ぜ
ひ

声
を
か
け
て

く
だ
さ
い
」と

の
こ
と
。千
葉

大
祭
で
は
昨

年
に
続
き
テ

ン
ト
企
画
で

唐
揚
げ
を
販

売
し
、売
れ
行

き
は
好
調
だ
っ

た
よ
う
で
す
。

サッカー&フットサルサークル

TRAVESSO（トラベッソ）
の皆さん

美味しい唐揚げつくってます！

水泳部のメンバー

表紙の人

　
８
〜
９
月
に
開
催
さ
れ
た
第
61
回
関
東
甲
信
越

大
学
体
育
大
会
の
団
体
戦
に
お
い
て
、千
葉
大
学

で
は
９
つ
の
競
技
で
入
賞
し
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
も
水
泳
部
は
、各
競
技
種
目
の
合
計

得
点
を
競
う
団
体
戦
で
、女
子
が
６
年
連
続
優
勝

と
い
う
素
晴
ら
し
い
成
績
を
残
し
ま
し
た
。現
在

水
泳
部
の
部
員
は
男
女
合
わ
せ
て
25
人
。男
子
は
今
回

１
点
差
で
入
賞
を
逃
す
と
い
う
大
変
惜
し
い
結
果

で
し
た
が
、千
葉
大
学
が
主
管
と
な
る
来
年
の
本

大
会
で
は
入
賞
で
き
る
よ
う
、日
々
練
習
に
励
ん

で
い
る
そ
う
で
す
。

関東甲信越大学体育大会で
水泳部、テニス部が優勝

AWARD AWARD

　
千
葉
県
内
の
大
学
生
が
新
聞
記
者
と
な
っ
て
取

材
を
行
い
、各
大
学
で
製
作
し
た
紙
面
を
千
葉
日
報

に
掲
載
す
る「C

H
IB
A
 U
n
ive
rsity P

re
ss

」に

お
い
て
、千
葉
大
学
教
育
学
部
の
城
亜
美
さ
ん
、玉

根
朋
恵
さ
ん
、文
学
部
の
西
柾
耶
さ
ん
の
３
人
に

よ
る
記
事
が
最
優
秀
紙
面
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

６
大
学
が
参
加

し
た
今
回
の
企

画
で
、千
葉
大
学

は「
社
会
性
の
高

い
テ
ー
マ
を
取

り
上
げ
た
こ
と

や
、内
容
、写
真

校
正
と
も
に
バ

ラ
ン
ス
が
よ
い
」

こ
と
が
評
価
さ

れ
受
賞
と
な
り

ま
し
た
。

「CHIBA University Press」
で最優秀紙面賞を受賞

（左から）西さん、城さん、齋藤学長、玉根さん、
藤川大祐教育学部教授

グッドデザイン賞を受賞したア
カデミック・リンク（附属図書館）

T O P I C S

　
千
葉
大
学
で
は
左
記
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
文
部
科

学
省
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
採
択
さ
れ
ま
し
た
。い
ず
れ
も

競
争
が
大
変
厳
し
い
中
か
ら
採
択
さ
れ
、今
後
、千
葉

大
学
が
グ
ロ
ー
バ
ル
・
キ
ャ
ン
パ
ス
と
し
て
、ま
た
、

リ
サ
ー
チ
・
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
し
て
前
進
し
、大
き

く
変
遷
を
遂
げ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

Going Global Campus
～グローバル・キャンパスへ
　躍進する千葉大学～

■平成24年度グローバル人材育成推進事業
　（タイプA：全学推進型）

　「スキップワイズ・プログラム〔SKIPWISE〕」

■平成24年度大学の世界展開力強化事業

　「ツイン型学生派遣プログラム 〔TWINCLE〕」

■平成24年度博士課程教育リーディングプログラム

　　オンリーワン型

　「免疫システム調節治療学推進リーダー
　 養成プログラム」

　　複合領域型（安全安心）

　「災害看護グローバルリーダー養成プログラム
　  （人間の安全保障の実現を目指す）」

　　　 競技種目

水泳（女子）・テニス（男子）

バスケットボール（男子）
卓球（男子）・ラグビー
空手道（防具）

テニス（女子）・サッカー
体操（男子）

成　績

優　勝

準優勝

第３位

※高知県立大学、兵庫県立大学、東京医科歯科大学、
　千葉大学、日本赤十字看護大学による共同実施

AWARDINFOR
MATION

1948年の西千葉（東大第二工学部）
の航空写真

（千葉大学大学院 工学研究科建築・都市科学専攻 博士課程）
ソーラーデカスロン千葉大学チームリーダー

田島 翔太さん

学長の部屋

２
年
間
の
長
い
道
の
り

V
iva E

sp
aña! 

V
iva S

olar D
ecathlon!

こ
れ
か
ら
も
世
界
へ
挑
戦
を

ソーラー
デカスロン学 長

齋
藤
学
長（
以
下
、学
長
）　
２
０
１
０
年
か
ら

約
２
年
間
に
わ
た
る
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
、ま

ず
は
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。ソ
ー
ラ
ー
デ
カ
ス

ロ
ン
で
は
、い
ろ
い
ろ
な
学
部
か
ら
学
生
が
参

加
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
い
か
ん
な
く
発

揮
し
て
協
力
す
る
姿
に
は
感
動
し
ま
し
た
。

田
島
さ
ん（
以
下
、田
島
）　
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。本
当
に
長
か
っ
た
で
す
ね
。本
大
会
は

華
や
か
で
楽
し
い
も
の
で
し
た
が
、そ
こ
ま
で

に
至
る
地
道
な
活
動（
報
告
書
の
提
出
、ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
）に
も
思
い
出
深
い
も
の
が
あ

り
ま
し
た
。ま
た
、チ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
最
高
で
し

た
！ 

施
工
も
本
大
会
も
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
し
、協
調
性
の
高
さ
は
千

葉
大
学
生
の
強
み
だ
と
思
い
ま
す
。

田
島
　
今
回
、日
本
か
ら
私
た
ち
が
初
参
加
し
た

ソ
ー
ラ
ー
デ
カ
ス
ロ
ン
で
す
が
、齋
藤
学
長
は
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
？

学
長
　
家
と
い
う
も
の
が
、そ
も
そ
も
極
め
て

多
様
性
に
富
む
も
の
な
の
で
、い
ろ
い
ろ
な
国

の
学
生
が
独
自
の
考
え
で
つ
く
る
と
い
う
競
技

は
面
白
い
と
思
い
ま
し
た
。特
に
、建
物
に
つ
い

て
の
発
想
、特
徴
、環
境
、そ
こ
に
携
わ
る
学
生

の
地
域
で
の
活
動
な
ど
も
評
価
に
入
る
と
い
う

こ
と
を
聞
い
て
、大
変
な
大
会
だ
と
い
う
印
象

を
持
ち
ま
し
た
。田
島
君
は
本
大
会
の
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
ス
ピ
ー
チ
を
さ
れ
、素

晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。

田
島
　
ス
ピ
ー
チ
に
出
る
こ
と
は
、前
日
の
夕
方

に
大
会
事
務
局
長
か
ら
伝
え
ら
れ
、急
い
で
仲
間

と
一
緒
に
案
を
つ
く
り
ま
し
た
。ま
ず
、東
日
本

大
震
災
以
降
、私
た
ち
に
送
ら
れ
て
き
た
た
く
さ

ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
対
す
る
お
礼
を
述
べ
ま
し

た
。そ
し
て
、

世
界
中
の

学
生
た
ち

が
ひ
と
つ

に
な
っ
て
、

国
や
地
域
を
超

え
た「
友
情
」と「
協

力
」が
あ
っ
て
、こ
の
日
を
迎
え

ら
れ
た
こ
と
を
讃
え
ま
し
た
。そ
の「
友
情
」や

「
協
力
」が
、よ
り
安
全
で
快
適
な
未
来
を
つ

く
っ
て
い
く
の
だ
と
い
う
こ
と
を
宣
言
し
ま

し
た
。最
後
はV

iva E
sp
a
ñ
a! V
iva S

o
la
r 

D
ecathlon!

と
叫
び
ま
し
た（
笑
）

学
長
　
大
変
、盛
り
上
が
り
ま
し
た
ね
。私
も
大

会
開
催
中
、ス
ペ
イ
ン
の
会
場
を
訪
問
し
ま
し

た
が
、千
葉
大
学
チ
ー
ム
の「
お
も
て
な
し
ハ
ウ

ス
」は
、ひ
と
き
わ
目
立
つ
風
格
の
あ
る
建
物
で

し
た
。極
め
て
重
要
な
採
点
と
し
て
タ
イ
ム
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
あ
っ
て
、わ
が
チ
ー
ム
は
極
め

て
正
確
に
進
め
て
、な
ん
と
な
く
千
葉
大
学
を

中
心
に
大
会
が
進
ん
で
い
る
よ
う
で
し
た
。印

象
的
だ
っ
た
の
は
、本
学
の
皆
さ
ん
が
仕
事
始

め
に
ラ
ジ
オ
体
操
を
し
た
ら
各
国
の
方
々
が
真

似
を
し
て
集
ま
っ
て
き
た
こ
と
で
す
ね
。

田
島
　
日
本
か
ら
の
参
加
は
大
変
歓
迎
さ
れ
ま

し
た
。ス
ペ
イ
ン
の
方
も
日
本
の
文
化
に
対
す

る
興
味
が
高
か
っ
た
で
す
。来
場
者
は
み
ん
な

縁
側
の
畳
に
座
っ
て
ゆ
っ
た
り
と
し
た
雰
囲
気

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

学
長
　
最
後
に
な
り
ま
す

が
、千
葉
大
学
チ
ー

ム
を
日
本
か
ら
応
援

し
た
皆
さ
ん
に
は
、

素
晴
ら
し
い
活
躍

を
、世
界
を
舞
台
に
や

り
遂
げ
た
仲
間
が
い
る

こ
と
を
誇
り
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。ま

た
、ど
ん
な
こ
と
で
も
良
い
の
で
す
が
、世
界
へ

挑
戦
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
、ソ
ー

ラ
ー
デ
カ
ス
ロ
ン
で
は
、ぜ
ひ
次
回
も
千
葉
大

学
か
ら
参
加
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

田
島
　
今
回
、大
学
が
一
丸
と
な
っ
て
参
加
で

き
た
の
は
齋
藤
学
長
か
ら
の
温
か
い
ご
声
援
が

あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。ぜ
ひ
次
回
も
、学

生
た
ち
に
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。「
学
長
の
部
屋
」へ
の
お
招
き
、あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今回の訪問者

「ソーラーデカスロン」の詳細は、本誌21号、
もしくは以下のサイトをご覧ください。

千葉大学チーム公式サイト

http://omotenashi-house.jp/

学長も
現地へ

応援に
駆け

つけま
した

QUIZ 西千葉キャンパスに隣接して、東京大学生産
技術研究所の千葉実験所があるのはなぜ？

答えはページ下の「もっと知りたい千葉大学」へ
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特 集

特 集

環境健康環境健康
フィーィールド科学センター
今年も大いに盛り上がりました！

「第50回千葉大祭第50回千葉大祭」開催レポート開催レポート

柏の葉・熱川・沼田から発信

vol. I N D E X

柏の葉、熱川、沼田から発信
環境健康フィールド科学センター

特集02

今年も大いに盛り上がりました！
「第50回千葉大祭」開催レポート

特集06

地球環境にやさしい化学合成を目指す
─薬学研究院 薬化学研究室─

研究室訪問08

今回の訪問者は
ソーラーデカスロン・ヨーロッパ2012
チームリーダー 田島翔太さん

学長の部屋10

ＴＯＰＩＣＳ / QUIZ11
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